
第３号議案 

 

業務規程変更案及び送配電等業務指針の修正について 

 

（案） 

 

１． 第９６回理事会において議決した業務規程変更案について、第３回通常

総会（平成２９年３月１日開催）にて議決した第６号議案「本総会議決事

項の修正等に関する委任の件」に基づき、別紙１のとおり字句修正を行い、

経済産業大臣に対し、変更認可申請を行う。 

 

 

２． 第９６回理事会において議決した送配電等業務指針について、別紙２の

とおり字句修正を行い、経済産業大臣に対し、変更認可申請を行う。 

以 上 

【添付資料】 

別紙１：電力広域的運営推進機関 業務規程 新旧対照表 

別紙２：電力広域的運営推進機関 送配電等業務指針 新旧対照表 
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別紙１ 

電力広域的運営推進機関 業務規程 新旧対照表 

総会議案 変更認可申請案 

（電源接続案件募集プロセスの開始） 

第７７条 （略） 

５ 本機関は、電源接続案件募集プロセスを開始する場合は、一般送配電事業者たる会員と協議の上、

第８０条第１項に基づき策定する募集要綱を公表するまでの間、暫定的に当該送電系統に電源接続の

ために確保する容量を定める。 

６ 本機関は、電源接続案件募集プロセスを開始した場合は、速やかに、その旨及び前項により定めた

暫定的に当該送電系統に電源接続のために確保する容量を公表するとともに、一般送配電事業者たる会

員に通知する。 

 

（電源接続案件募集プロセスの開始） 

第７７条 （略） 

５ 本機関は、電源接続案件募集プロセスを開始する場合は、一般送配電事業者たる会員と協議の上、

第８０条第１項に基づき策定する募集要綱を公表するまでの間、電源接続のために当該送電系統に暫

定的に確保する容量を定める。 

６ 本機関は、電源接続案件募集プロセスを開始した場合は、速やかに、その旨及び前項により定めた

電源接続のために当該送電系統に暫定的に確保する容量を公表するとともに、一般送配電事業者たる会

員に通知する。 

（募集要綱の策定等） 

第８０条 本機関は、電源接続案件募集プロセスの開始後、電源接続案件募集プロセスの対象となる送

電系統の増強の概要、募集対象エリア、募集する容量、電源接続のために暫定的に当該送電系統に確

保する容量その他の同プロセスの前提条件について検討を行い、プロセスごとに募集要綱においてこ

れを定める。 

 

（募集要綱の策定等） 

第８０条 本機関は、電源接続案件募集プロセスの開始後、電源接続案件募集プロセスの対象となる送

電系統の増強の概要、募集対象エリア、募集する容量、電源接続のために当該送電系統に暫定的に確

保する容量その他の同プロセスの前提条件について検討を行い、プロセスごとに募集要綱においてこ

れを定める。 

第１０章 地域間連系線の管理 

 

（連系線の管理） 

第１２４条 本機関は、法第２８条の４０第８号に基づき、別表１０－１の連系線の管理を行う。 

 

別表１０－１ 連系線 

連系線 区間 対象設備 

北海道本州間連系設備 北海道 ～ 東北 北海道・本州間電力連系設備 

東北東京間連系線 東北 ～ 東京 相馬双葉幹線 

東京中部間連系設備 東京 ～ 中部 

佐久間周波数変換設備 

新信濃周波数変換設備 

東清水周波数変換設備 

中部関西間連系線 中部 ～ 関西 三重東近江線 

中部北陸間連系設備（※１） 中部 ～ 北陸 
南福光連系所、南福光変電所 

の連系設備 

北陸関西間連系線（※１） 北陸 ～ 関西 越前嶺南線 

関西中国間連系線（※２） 関西 ～ 中国 西播東岡山線、山崎智頭線 

関西四国間連系設備 関西 ～ 四国 
紀北変換所、阿南変換所間 

の連系設備 

中国四国間連系線 中国 ～ 四国 本四連系線 

中国九州間連系線 中国 ～ 九州 関門連系線 

（※１）北陸関西間連系線および中部北陸間連系設備については、各連系線による管理に加え、交流系

統の故障において、中部北陸間連系設備の停止による北陸関西間連系線への回り込み潮流を考慮

第１０章 地域間連系線の管理 

 

（連系線の管理） 

第１２４条 （略） 

 

別表１０－１ 連系線 

連系線 区間 対象設備 

北海道本州間連系設備 北海道 ～ 東北 北海道・本州間電力連系設備 

東北東京間連系線 東北 ～ 東京 相馬双葉幹線 

東京中部間連系設備 東京 ～ 中部 

佐久間周波数変換設備 

新信濃周波数変換設備 

東清水周波数変換設備 

中部関西間連系線 中部 ～ 関西 三重東近江線 

中部北陸間連系設備（※１） 中部 ～ 北陸 
南福光連系所、南福光変電所 

の連系設備 

北陸関西間連系線（※１） 北陸 ～ 関西 越前嶺南線 

関西中国間連系線（※２） 関西 ～ 中国 西播東岡山線、山崎智頭線 

関西四国間連系設備 関西 ～ 四国 
紀北変換所、阿南変換所間 

の連系設備 

中国四国間連系線 中国 ～ 四国 本四連系線 

中国九州間連系線 中国 ～ 九州 関門連系線 

（※１）中部北陸間連系設備および北陸関西間連系線については、各連系線による管理に加え、交流系

統の故障において、中部北陸間連系設備の停止による北陸関西間連系線への回り込み潮流を考慮
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総会議案 変更認可申請案 

し、両連系線を合わせたフェンス潮流（北陸フェンス潮流）も管理する。 

（※２）関西中国間連系線については、同連系線を含むループ系統内でのルート断故障において、健全

ルートへの回り込み潮流を考慮したフェンス潮流（以下「関中フェンス潮流」という。）により管

理する。 

 

し、両連系線を合わせたフェンス潮流（北陸フェンス潮流）も管理する。 

（※２） （略） 
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別紙２ 

電力広域的運営推進機関 送配電等業務指針 新旧対照表 

総会議案 変更認可申請案 

（暫定的な容量確保の特例） 

第９３条 一般送配電事業者は、前条の規定にかかわらず、本機関から業務規程第６４条、第７７条第

６項、第８０条、第９５条及び第９６条の通知を受けた場合には、当該通知の内容にしたがって、送

電系統に暫定的な容量を確保する。 

 

（暫定的な容量確保の特例） 

第９３条 一般送配電事業者は、前条の規定にかかわらず、本機関から業務規程第６４条、第７７条第

６項、第８０条第２項、第９５条及び第９６条の通知を受けた場合には、当該通知の内容にしたがっ

て、送電系統に暫定的な容量を確保する。 

 

（北海道風力実証試験の実施） 

第２条 北海道地域内における風力発電導入拡大に向けた実証試験（平成２３年９月３０日付け 北海

道電力株式会社、東北電力株式会社及び東京電力株式会社公表。以下「北海道風力実証試験」という。）

に関係する一般送配電事業者は、同実証試験が終了するまでの間、設定されたマージンの範囲内にお

いて、北海道風力実証試験を実施する。 

（北海道風力実証試験の実施） 

第２条 北海道地域内における風力発電導入拡大に向けた実証試験（平成２３年９月３０日 北海道電

力株式会社、東北電力株式会社及び東京電力株式会社公表。以下「北海道風力実証試験」という。）に

関係する一般送配電事業者は、北海道風力実証試験が終了するまでの間、設定されたマージンの範囲

内において、北海道風力実証試験を実施する。 
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